
第３号様式（第15条、第17条、第18条関係）

事業者排出量削減計画書

△匠正。)２ﾃ６国

基準年度
（20～22）年度

第１年度
（23）年度

第２年度
（24）年度

第３年度
（25）年度

２６８５．４トン２６５８．５トン２６４８．６トン２６３０．０トン－１．５パーセント

２６７１．６トン２６５８．５トン２６４８．６トン２６３０．０トン-1.0パーセント

''11,111,m、

事業の用に供す
る建築物の用途

基準年度
（22）年度

第１年度
（23）年度

第２年度
（24）年度

第３年度
（25）年度

生産・流通 １１．７４ １１．６８ １１．６４ １１．５６ －０．５７パーセント

基準年度
（22）年度

第１年度
（23）年度

第２年度
（24）年度

第３年度
（25）年度

61ｐ室９４.ＯＧﾗ,11000鯨Ⅱ100.0．ｸﾞTｌ100.0鯨

(!'､'mum、 第１年度

（23）年度

第２年度

（24）年度

第３年度

（25）年度

0.0トン ００トン 0.0トン

0.0トン 0.0トン 0.0トン

森林の保全ＪＡｋぴＨ警備

付ﾛﾐﾘﾛちび）フに万ｽﾞ０ Ｚ 

０．０トン 0.0トン

．０トン１０．０トン’0.0トン’

１
２
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４
 

注

該当するロには，レ印を記入してください。特定事業者以外で自主参加される事業者の方は，レ印の記入は不要です。

「細分類番号」とは，統計法第２条第９項に規定する統計基翠である日本標準産業分類の細分類番号をいいます。

「基準年度」とは，計画期間の前年度又は計画期間の前の三年度の事業活動に伴う排出の堂又は原単位の数値の平均をいいます。
「増減率」とは，基準年度と比較した計画期間の平均の増加又は減少の割合をいいます。

ロ新規ロ変更
（宛先）京都ノｻﾞ知事 ・－－．唾、 Ｚ 成２３年づ９損 ３０ ヨ

住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地）
東京都中央区築地７丁目１１７番ｒ号住友不動産筑地ピル３階

，Ｉ!;:’肉 、ｒｉｌｌ,

氏名（法人にあっては，
株式会社ロジステイクス

名称及び代表者の氏名）
qネットワーク

代表取締役社長_秋山（真人
電話TO3-3248-21921W

主たる業種 特別積合せ貨物運送業
|細分類番号 ｌ４Ｉ４ｉ １ 

０ 
０ 
０ 
■ 

２ 

事業者の区分

割ﾖ2条第１項第１号

京都府地球温暖化対策条例施行規則第｡2条第１項第２号又は第３号

割｡2条第１項第４号

計画期間 iカハ1,,ＭMハwふれlﾉｱ平成２３年{Ⅱ４月から平成i２６年８月まで

基本方針平成■２２年度を基準に， :平成２５年度の温室効果ガス排出量を１％削減を目標とする。

計画を推進するた
めの体制

本社運営方針を元に関西垣ツタ,掌の
実施する''“鰍'騨識'':ii1心パ:ｉＨｉｉｗＪＴｉ１ｌ'(':!"_可“。１１１Ｗ…評ｍｌハ";叩･円．,ＩＩＩＩＭｉ'､11Fい'ＬＩ.

取組決定を行い,さ「平成２２年度を基準年とする新たな実行計画の進捗管理を
;川強司肌…

掴il腰ﾇー

温室効果ガスの排
出の実績及び削減
の目標

温室効果ガスの排出の量

事業活動に伴
￣ 

フ 排出の量

評価の対象となる排出の量

目標の根拠

基準年度
(20～22）年度

第１年度

(23）年度
第２年度
(24)lii年度

第３年度
(25）年度

増減率

2,685.4月トン 2i658.5ﾏトン 2j1648861,トン 2,630.0ﾄﾝ －１．５パーセント

2.671.6ハトン 2,658.5:：トン ２６６４８６１トン 2ｂ６３ｑＯ～トン -1.0パーセント

ﾃﾞｲ宅.ﾙﾘﾌﾄからﾊﾞｯﾃﾘｰﾘﾌﾄに変更約５t＝２t針面消灯の実施により約９
り２５ｔを目指す

ｊｉ； 

t冷却股備の運転抑制によ

原単位当たりの温
室効果ガス排出量
等

事業の用に供す
る建築物の用途

原単位の指標

ﾊ'生産 ９１流通:;■ｉ 

事業活動に伴う排出の量

ルル!（i廷床面積）釦■
事業活動に伴う排出の量

（廷床面積）

原単位の指標及び目標の根拠

基準年度

(22)/年度
第１年度
(23）年度

第２年度
(24）年度

第３年度
(25）年度

増減率

〒iｒ 11874 11868 ;11.64 二;■１１．５６ －０．５７パーセント

パーセント

適正な原単位の数値が無い為延べ床面積22750.07を使用する
IⅡfⅡ 

重点的に実施する取組の実施計画

基準年度
(22）年度

61.0 
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セント

第１年度
(23）年度

9460 
j《－

セント

第２年度
(24)}；年度

100.0 
'《－

"１セント

第３年度
(25）年度

l00bO 
パー

セント

備考

具体的な取組及び
措置の内容

（I2iB&）j１１年ii(<１度

(:?２４） 年I1f度
OILIII 

Ihlllll〃iルlliI（；２５）が]１１１年□)'''１度

1階作業場の計画消灯の実施6リブlドエンジン車をバッテリーに変更する

1階部分の蛍光灯計画消灯の実施

1階部分の蛍光灯計画消灯の実施：

通勤における自己
の自動車等を使用
することを控えさ
せるために実施し

ようとする措置

措置の内 容

上記の措置を採用する理由

近隣からの通勤者に対して､自転車での通勤を推奨している
ｉ１ 

１（Ⅱｉ 
11．…!….－１:駁－－－：i:;Ｉ

24時間365日稼動のｾﾝﾀｰでありｍ通勤手段が難しい時間が発生する

森林の保全及び整
備，再生可能エネ
ルギーの利用その
他の地球温暖化対
策により削減する
量

区分

森林の保全及び整備によるもの

府内産の木材の利用によるもの

再生可能エネルギーを利用した電力又
は熱の供給によるもの

グリーン電力証書等の購入によるもの

温室効果ガス排出量の削減効果分又は温室
効果ガスの吸収効果分の購入によるもの

合計

第１年度

(23）年度

0.0トン

llwlWhO60iF:トン

0.0:トン

0.0ルトン

0.0トン

0.0トン

第２年度

(24）年度
二コ０．０トン

0.0ｈトン

ハ０６０当トン

ｆ一口l'ﾄ０．０１トン

0.0トン

0.0トン

第３年度

(25）年度：］
ﾌﾞｴｌＴ０５０=トン

0.0 トン

0.0Ｆトン

／ＴＢＦｈ０､０，トン

0.0トン

0.0トン

備考

地球温暖化対策に
資する社会貢献活
動

事業所内緑地帯の計画整備により維持している
準iliM,Ｍ‘ 
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